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日
本
の
科
学
者
た
ち
が
「
温

室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
削
減
の
課

題
に
直
ち
に
行
動
を
開
始
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
て
い
ま

す
。
今
、
温
暖
化
へ
の
関
心
が

高
ま
り
自
分
た
ち
の
生
活
を
見

直
し
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
転
換
し
、
地
球
と
子

ど
も
達
の
将
来
に
責
任
を
果
た

そ
う
と
の
取
り
組
み
に
８
割
近

く
の
人
が
努
力
し
て
い
る
。

①
温
暖
化
抑
止
の
取
り
組
み
の

現
状
は
。
神
戸
製
鋼
は
Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
量
は
全
国
で
５
番

目
に
多
い
。
企
業
へ
の
チ
ェ

ッ
ク
の
対
応
は
。

②
太
陽
光
発
電
の
公
共
施
設
へ

の
設
置
と
、
個
人
住
宅
へ
の

補
助
制
度
の
導
入
を
。

③
行
政
と
し
て
経
費
の
節
約
と

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、
健
康
に
も

最
適
な
エ
コ
チ
ャ
リ
制
実
施

の
考
え
は
。

①
企
業
と
し
て
違
反
時
の
措
置

の
強
化
、
環
境
管
理
の
徹
底
。

応
じ
な
い
企
業
に
操
業
の
短

縮
と
停
止
な
ど
必
要
な
指
示

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
定
期
的
に
協
議
や

現
況
の
視
察
を
行
い
、
二
市

二
町
と
県
で
検
証
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

②
公
共
施
設
は
、
新
増
設
の
際

に
検
討
し
た
い
。
個
人
住
宅

は
コ
ス
ト
が
安
価
に
な
っ
て

か
ら
時
間
を
か
け
検
討
。

③
自
転
車
の
利
用
は
健
康
に
も

環
境
に
も
良
い
乗
り
物
。
現

在
公
用
自
転
車
は
６
台
所
有

し
て
い
る
。
何
台
が
い
い
の

か
活
用
に
つ
い
て
は
検
討
。

県
教
育
委
員
会
は
、
(旧)
北
小

学
校
跡
地
に
県
立
東
は
り
ま
特

別
支
援
学
校
を
、
21
年
に
開
校

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

新
校
の
敷
地
の
一
部
に
地
域

交
流
施
設
が
新
設
さ
れ
、
１
階

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
は
り
ま
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
な
ど
が
活
動
拠
点
と
し
て
学

校
と
の
協
力
体
制
を
固
め
る
。

２
階
は
福
祉
関
係
の
団
体
が
利

用
し
、
作
業
所
や
訓
練
施
設
が

設
け
ら
れ
る
予
定
。

こ
の
施
設
は
具
体
的
に
ど
う

活
用
さ
れ
、
住
民
の
要
望
も
取

り
上
げ
ら
れ
る
の
か
。

学
校
地
域
交
流
施
設
の
１
階

は
地
域
や
各
種
団
体
の
利
用
を
、

２
階
は
福
祉
作
業
所
や
会
議
室

を
計
画
中
で
、
具
体
的
な
利
用

ま
で
決
ま
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
県
教
育
委
員
会
と
協

議
を
進
め
、
22
年
度
に
は
運
営

協
議
会
を
中
心
に
、
福
祉
と
地

域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
用

を
始
め
、
地
域
の
活
性
化
を
図

り
住
民
の
要
望
も
検
討
し
た
い
。

▲太陽光発電による自然エネルギーの導入を

自然エネルギーの活用を
答弁＝時間をかけて検討したい
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①
財
産
は
金
、
物
だ
け
で
な
く
、

人
材
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い

る
。
地
方
公
務
員
法
で
、
そ

の
登
用
に
つ
い
て
は
、
い
か

に
有
益
な
職
員
で
あ
る
か
を

第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ど
の
よ
う
な
手
段
で

選
び
任
命
し
て
い
る
か
。
長

の
私
事
的
な
評
価
で
任
命
は

し
て
い
な
い
と
思
う
が
、
公

平
公
正
で
な
け
れ
ば
と
考
え

る
が
如
何
か
。

②
評
価
す
る
側
の
教
育
訓
練
は
。

③
人
事
の
決
定
は
。

①
職
員
の
登
用
に
あ
た
っ
て
は

勤
務
評
定
の
結
果
や
勤
務
実

績
態
度
な
ど
で
総
合
的
に
判

断
。
方
法
は
、
能
力
、
態
度
、

業
績
の
視
点
で
五
段
階
の
評

価
。
評
定
者
と
調
整
者
の
複

数
に
よ
り
決
定
。

②
教
育
訓
練
は
、
日
本
経
営
協

会
な
ど
に
委
託
し
て
公
正
な

評
価
に
努
め
て
い
る
。

③
昇
格
は
、
人
事
担
当
者
・
副

町
長
で
評
価
し
、
任
命
権
者

の
町
長
が
決
定
。
降
格
人
事

は
本
人
の
申
し
出
に
よ
る
。

①
今
年
６
月
(旧)
播
磨
北
小
跡
地

の
県
と
の
契
約
内
容
は
、
建

物
す
べ
て
無
償
で
譲
与
、
土

地
１
万
７
５
４
２
㎡
を
無
償

で
貸
付
。
契
約
に
住
民
活
動

拠
点
の
確
保
が
何
も
明
記
さ

れ
て
い
な
い
が
。
他
に
覚
書

な
ど
は
あ
る
の
か
。

②
相
手
が
県
で
あ
っ
て
も
同
時

契
約
で
あ
っ
て
し
か
る
べ

き
。
県
に
す
べ
て
渡
し
、
そ

れ
か
ら
協
議
と
い
う
の
は
論

外
。
一
般
常
識
で
も
、
私
事

で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な

契
約
は
し
な
い
が
。

③
(旧)
播
磨
北
小
跡
地
は
生
か
し

方
に
よ
っ
て
は
価
値
あ
る
土

地
。
県
に
対
し
無
償
で
譲

与
・
貸
付
す
る
の
は
、
住
民

に
負
担
を
か
け
て
い
る
の
と

同
じ
。
住
民
訴
訟
を
起
こ
し

か
ね
な
い
の
で
は
。

④
福
祉
関
係
、
学
校
開
放
だ
け

で
な
く
生
涯
学
習
的
使
用
は
。

①
拠
点
の
確
保
は
現
在
交
渉
中

で
あ
り
町
の
考
え
を
県
に
理

解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

覚
書
な
ど
は
今
回
の
契
約
に

盛
り
込
む
べ
き
も
の
で
は
な

い
。

②
松
本
議
員
と
私
達
の
価
値
観

が
違
う
。
こ
れ
は
無
償
で
譲

与
・
貸
付
の
契
約
で
す
。

③
１
０
０
％
有
効
に
活
用
。
福

祉
教
育
の
拠
点
と
な
る
特
別

支
援
学
校
が
県
よ
り
建
設
さ

れ
る
こ
と
で
住
民
に
理
解
を

頂
け
る
と
信
じ
る
。

④
人
々
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

事
を
目
指
し
て
い
る
。

▲人は財、公平公正な人事評価を

職員の処遇は公平公正か
答弁＝勤務評価などで総合判断
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